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1. はじめに 

近年、新型コロナウイルス、インフルエンザ及びエボラ出血熱等をはじめとした感染症の流行が世界

的に懸念されている。このような感染症の流行の際には、患者（感染者）から他者への二次感染が大き

な問題となる。 

医療機関では患者の咳やくしゃみによるウイルスの飛散により一般患者、医療従事者への飛沫及び空

気感染リスクを高める可能性がある。その為、待合室、診察室等の全体の空気を排気し、陰圧空間とす

る事が望ましいが、大規模な改修や設備が必要となる為、容易に導入する事が出来ない。 

そこで、迅速かつ容易に導入可能な SS（セルフセッティング）ブースに排気用フィルターユニットを

搭載した感染症対策用陰圧ブースの開発を行い、米国 CDC（以下 CDC と略す）における感染症病室の

基準値に満たす事を確認する為、ブース内の差圧測定実験を行った。 

2. 実験概要 

2-1 実験方法 

  図 1 に装置外観を示す。排気用フィルターユニット運転時の周囲とブース内の差圧を測定する為、

図 2 に示す如く周囲とブース内の差圧をブースの中心部、床上高さ 700mm の位置にて測定した。 
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図 2 差圧測定点 

排気用フィルターユニット 
（610×610） 

（HEPA フィルター） 

周囲：ビニールカーテン 
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3. 実験結果及び考察

差圧測定結果を表 1 に示し、表 2 に CDC における感染症病室の基準値を示す。排気用フィルターユニッ

トの風量調整ボリューム目盛り 4 の時、CDC における感染症病室の基準値（陰圧区域-2.5Pa 以上）を満

足した。また、この時の換気回数は約 24 回/時となり、基準値（12 回/時以上）を満足した。騒音値は室

内中央、床上高さ 700ｍｍにて約 45dBA であり、静音環境が保てる。

  

 

 

（暗騒音：約 42dBA） 

表 2 CDC における感染症病室の基準値 

 

※1 CDC：米国疾病予防センター(Centers for Disease Control and Prevention)

4. まとめ

・本陰圧ブースにおいて、CDC における感染症病室の基準を満足する事が可能である。

・一般患者及び医療従事者の安全性を確保する為に、容易に陰圧空間とすることが可能な本陰圧ブース

は、感染リスクの低減効果が期待できる。
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表 1 差圧測定結果 

項目 陰圧区域（感染制御区域）

差圧
‐2.5Pa(0.01'水柱)以上

＜‐2.5Pa)

換気回数 12回/時以上

フィルター効率
給気：90％以上(比色法)

排気：99.99％以上(0.3μm)

気流方向 室内へ

清浄空気の方向 患者へ向かう

推奨差圧 ＜‐2.5Pa

ボリューム目盛り 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

風量[㎥/min] 1.22 1.21 1.64 2.79 3.76 4.74 5.57 6.8 7.96 9.02 9.96

騒音(吸込)[dBA] 42.2 42.4 42.5 43.5 45.2 47.2 49.6 52.2 54.4 56.9 57.2

差圧[Pa] -0.5 -0.4 -0.9 -2.2 -3.6 -5.1 -6.8 -8.7 -10.1 -10.8 -11.7

換気回数[回/時] 8 8 10 18 24 30 35 43 51 57 63
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